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官
僚
制
の
ゲ
ー
ム
理
論
分
析：

『
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
官
僚
制
』
の
補
論
と
し
て
（
一
）

曽

我

謙

悟

第
一
章

本
稿
の
目
的
と
構
成

第
二
章

官
僚
制
と
他
の
政
治
的
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
ゲ
ー
ム

第
一
節

序
論

第
二
節

権
限
配
置
の
諸
形
態
と
そ
の
帰
結

（
一
）
官
庁
が
提
案
権
を
持
ち
、
議
会
が
決
定
権
を
持
つ
場
合
（
法
治
国
家
モ
デ
ル
）

（
二
）
官
庁
が
決
定
権
を
持
ち
、
議
会
が
拒
否
権
を
持
つ
場
合
（
行
政
国
家
モ
デ
ル
）

（
三
）
小
括
（
以
上
、
本
号
）

第
三
章

官
僚
制
内
部
の
ゲ
ー
ム

第
四
章

官
僚
制
と
市
民
の
ゲ
ー
ム

第
五
章

ゲ
ー
ム
理
論
と
政
治
学
・
行
政
学
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第
一
章

本
稿
の
目
的
と
構
成

本
稿
の
目
的
は
、
拙
著
（
曽
我

二
〇
〇
五
ａ
）
を
、
次
の
三
つ
の
側
面
か
ら
補
完
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
に
、
同
書
に
お
い
て
、

紙
幅
の
関
係
か
ら
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ゲ
ー
ム
の
分
析
を
行
う
。
第
二
に
、
同
書
で
取
り
上
げ
た
が
、
や
は
り
紙
幅
の

制
限
の
た
め
に
、
数
値
例
な
ど
を
提
示
す
る
こ
と
を
通
し
て
詳
細
な
説
明
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら

を
加
え
て
、
よ
り
理
解
を
容
易
に
す
る
。
第
三
に
、
同
書
の
中
で
は
十
分
に
議
論
を
展
開
で
き
な
か
っ
た
二
つ
の
論
点
に
つ
い
て
、
よ

り
詳
細
な
検
討
を
加
え
る
。
一
つ
は
、
ゲ
ー
ム
理
論
に
関
す
る
一
般
的
な
問
題
、
と
り
わ
け
、
政
治
学
や
行
政
学
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
理

論
を
適
用
す
る
際
に
生
じ
る
様
々
な
問
題
を
取
り
上
げ
、
筆
者
の
見
解
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
日
本
の
政
治
学
・
行
政

学
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
理
論
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
私
見
を
展
開
す
る
こ
と
で
あ
る
。

同
書
は
、
官
僚
制
を
対
象
と
し
て
、
ゲ
ー
ム
理
論
の
視
角
か
ら
フ
ォ
ー
マ
ル
な
モ
デ
リ
ン
グ
を
行
う
と
い
う
研
究
方
法
の
可
能
性
を

追
求
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
官
僚
制
研
究
、
あ
る
い
は
行
政
学
に
お
い
て
は
、
実
務
的
な
問
題
関
心
が
強
く
、
具
体
的
な
行
政
現

象
を
い
か
に
記
述
す
る
か
、
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
問
題
点
に
対
し
て
い
か
な
る
処
方
箋
を
提
示
す
る
か
が
、
主
た
る
課
題
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。
こ
の
二
十
年
間
ほ
ど
の
間
に
、
実
証
研
究
が
多
く
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
成
果
を
生
み
出
し
て
い
る
が
、
行

政
活
動
、
あ
る
い
は
官
僚
制
の
総
体
を
総
合
的
に
捉
え
る
理
論
的
研
究
は
乏
し
い
。
同
じ
時
期
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
政
治
学
に
お

い
て
は
、
官
僚
制
を
対
象
と
し
て
、
ゲ
ー
ム
理
論
や
フ
ォ
ー
マ
ル
モ
デ
ル
を
用
い
た
多
く
の
研
究
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
れ
ら
の
体
系
的
な
紹
介
す
ら
十
分
に
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
同
書
で
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
消
化
し
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
知
見
を
よ
り
わ
か
り
や
す
い
形
で
紹
介
し
つ
つ
、
筆
者
の

問
題
関
心
に
し
た
が
っ
て
、
個
々
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
行
動
を
基
盤
と
す
る
マ
イ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
視
点
を
基
盤
と
し
て
、
行
政
活
動
や
官

論 説
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僚
制
を
総
合
的
、
体
系
的
に
分
析
し
て
い
く
方
法
を
提
示
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
こ
の
よ
う
な
目
標
設
定
の
た
め
、
同
書
は
理
論
的
な

検
討
に
終
始
し
て
お
り
、
理
論
モ
デ
ル
が
事
実
を
説
明
で
き
る
か
を
検
証
す
る
作
業
は
行
っ
て
い
な
い
。
現
代
日
本
の
官
僚
制
を
対
象

と
し
た
実
証
研
究
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
公
刊
の
準
備
を
進
め
た（
１
）

い
。

同
書
は
、
こ
の
よ
う
な
狙
い
と
内
容
を
持
つ
が
、
い
く
つ
か
の
派
生
的
な
状
況
を
分
析
す
る
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
簡
素
化
し
た
形

で
の
記
述
に
と
ど
め
て
い
る
。
取
り
上
げ
た
モ
デ
ル
に
つ
い
て
も
、
そ
の
含
意
を
十
分
に
展
開
し
、
い
く
つ
か
の
例
な
ど
を
挙
げ
て
い

く
こ
と
を
見
送
っ
た
箇
所
が
多
く
あ
る
。
ゲ
ー
ム
理
論
が
政
治
学
や
行
政
学
に
と
っ
て
持
つ
意
味
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
日
本
の
政
治
・

行
政
研
究
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
も
、
十
分
に
議
論
を
展
開
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の

点
を
補
う
こ
と
に
よ
り
、
同
書
で
展
開
し
た
議
論
を
拡
張
、
進
化
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

本
稿
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
第
二
章
か
ら
第
四
章
は
、
同
書
の
第
二
章
か
ら
第
四
章
の
構
成
に
沿
い
な
が
ら
、

上
記
の
第
一
、
第
二
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い（
２
）

く
。
す
な
わ
ち
、
官
僚
制
が
い
か
な
る
他
者
と
政
策
形
成
の
ゲ
ー
ム
を
展
開
す
る
か
に

よ
っ
て
、
官
僚
制
の
分
析
の
対
象
は
、
大
き
く
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
官
僚
制
が
議
会
、
執
政
長
官
、
大
臣
、
利
益

集
団
な
ど
の
他
の
政
治
的
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
間
で
繰
り
広
げ
る
政
策
形
成
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。
第
二
章
で
こ
の
側
面
を
扱
う
。
次
に
、
第
三

章
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
官
僚
制
内
部
で
、
上
司
と
部
下
や
同
僚
間
で
展
開
さ
れ
る
政
策
形
成
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。
最
後
に
、
官
僚
制
と

市
民
の
間
に
生
じ
る
相
互
作
用
を
分
析
す
る
の
が
、
第
四
章
の
課
題
で
あ
る
。
第
五
章
で
は
、
上
述
の
第
三
の
課
題
、
政
治
学
・
行
政

学
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
理
論
の
意
味
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
。

官僚制のゲーム理論分析：『ゲームとしての官僚制』の補論として（一）
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第
二
章

官
僚
制
と
他
の
政
治
的
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
ゲ
ー
ム

第
一
節

序
論

本
章
で
は
、
官
僚
制
が
議
会
や
大
臣
な
ど
の
他
の
政
治
的
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
の
間
で
展
開
す
る
政
策
形
成
ゲ
ー
ム
を
考
え
る
。
政
策
形

成
ゲ
ー
ム
と
は
、
こ
れ
ら
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
、
現
状
の
政
策
を
変
更
す
る
よ
う
提
案
を
行
っ
た
り
、
そ
れ
を
正
式
な
決
定
と
し
た
り
す

る
権
限
を
分
有
し
て
お
り
、
そ
の
権
限
を
行
使
し
な
が
ら
、
新
た
な
政
策
を
形
成
し
た
り
、
あ
る
い
は
他
者
の
政
策
変
更
の
試
み
を
阻

止
し
た
り
す
る
結
果
、
ど
の
よ
う
な
政
策
が
最
終
的
に
成
立
す
る
の
か
を
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
大
き
く
三
つ
の
種
類
に
分
け
て
、
こ

の
よ
う
な
政
策
形
成
ゲ
ー
ム
を
考
え
る
。
第
一
は
、
官
僚
制
と
議
会
な
ど
の
政
治
的
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
ゲ
ー
ム
の
参
加
者
で
あ
り
、
ゲ
ー

ム
の
参
加
者
は
お
互
い
に
、
他
者
が
ど
の
よ
う
な
政
策
を
好
ん
で
い
る
の
か
、
政
策
の
変
更
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
選
択
肢
を
持
っ

て
お
り
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
行
使
す
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
選
択
の
集
積
は
、
ど
の
よ
う
な
政
策
を
最
終
的
に
生
み

出
す
の
か
と
い
っ
た
情
報
の
全
て
が
わ
か
っ
て
い
る
完
全
・
完
備
情
報
の
場
合
を
扱
う
。
第
二
は
、
第
一
で
は
、
完
全
・
完
備
と
し
た

情
報
の
い
ず
れ
か
が
、
あ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て
不
可
知
で
あ
る
不
完
全
情
報
、
あ
る
い
は
不
完
備
情
報
の
場
合
を
扱
う
。
こ
の
よ

う
に
情
報
の
仮
定
を
変
化
さ
せ
る
か
わ
り
に
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
官
僚
制
と
議
会
の
二
者
に
限
定
す
る
。
第
三
は
、
第
一
、
第
二
の
場
合

に
は
、
外
生
的
に
所
与
の
も
の
と
考
え
て
き
た
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
参
加
者
が
そ
も
そ
も
誰
で
あ
る
の
か
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
政
策
の
選
好

は
い
か
な
る
も
の
か
、
政
策
変
更
に
い
か
な
る
選
択
肢
を
持
つ
の
か
と
い
っ
た
諸
点
を
、
あ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
変
更
で
き
る
場
合
を
考

え
る
。
具
体
的
に
は
、
こ
の
よ
う
な
変
更
を
行
う
の
は
議
会
で
あ
る
と
し
て
、
議
会
が
こ
れ
ら
の
手
段
を
用
い
て
、
官
僚
制
の
行
う
政

策
形
成
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
場
面
を
分
析
す
る
。

分
析
に
先
立
ち
、
以
下
の
モ
デ
ル
が
共
通
し
て
持
つ
仮
定
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て
お
く
。

論 説
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（
１
）
プ
レ
イ
ヤ
ー
（
参
加
者
）：

官
庁
をA

、
議
会
をP

、
大
臣
をM

、
大
統
領
をP

R

、
議
会
の
委
員
会
をC

O

、
利
益
集
団
を

I

と
す（
３
）

る
。

（
２
）
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
選
択
の
対
象
（
政
策
）：

一
次
元
の
政
策
空
間(X

)

を
考
え
、
そ
の
中
の
一
点(x)

と
し
て
政
策
の
内
容
を
示

す
。
現
状
の
政
策
の
位
置
はx

0

で
あ
ら
わ
す
。

（
３
）
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
効
用：

プ
レ
イ
ヤ
ー
は
実
現
し
た
政
策
の
内
容
へ
の
満
足
・
不
満
足
か
ら
効
用
を
得
る
。
各
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
と

っ
て
最
も
望
ま
し
い
政
策
を
各
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
理
想
点
と
呼
ぶ
（
プ
レ
イ
ヤ
ーi

の
理
想
点
はx

i

と
表
記
す
る
）。
議
会
の
理

想
点
は
原
点
、
官
庁
の
理
想
点
は
正
に
位
置
す
る
と
考
え
る
（x

P =0,x
A
�

0

）。
理
想
点
か
ら
実
現
し
た
政
策
が
離
れ
る
ほ
ど
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
の
効
用
は
減
少
す
る
（
プ
レ
イ
ヤ
ーi

の
効
用
は
、u

i =−(x−
x

i )
m

）。
完
全
・
完
備
情
報
の
場
合
は
理
想
点
か
ら

の
距
離
と
線
形
に
単
調
に
効
用
は
減
少
し(m

=1)

、
不
完
全
あ
る
い
は
不
完
備
情
報
の
場
合
は
、
理
想
点
か
ら
の
距
離
が
拡

大
す
る
に
つ
れ
、
限
界
的
な
効
用
の
減
少
は
次
第
に
大
き
く
な
る
と
考
え
る(m

=2)

。

（
４
）
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
選
択
肢
（
権
限
）：
提
案
権
と
は
、
現
状
に
対
し
て
、
新
し
い
政
策
を
提
示
す
る
権
限
で
あ
る
。
決
定
権
と
は
、

提
案
権
が
行
使
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
れ
を
正
式
な
政
策
と
し
て
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
す
る
権
限
で
あ（
４
）

る
。
決
定
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、

現
状
の
政
策
が
維
持
さ
れ
る
。
拒
否
権
と
は
、
決
定
権
が
行
使
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
れ
を
無
効
に
し
て
現
状
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
る
権
限
で
あ
る
。
拒
否
権
が
行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
、
新
し
い
政
策
が
最
終
的
に
生
き
残
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
権
限
の
い

ず
れ
に
対
し
て
も
、
そ
の
権
限
の
行
使
を
認
め
る
か
否
か
を
決
め
る
ゲ
ー
ト
キ
ー
プ
（
門
番
）
の
権
限
が
存
在
し
う
る
。
た
と

え
ば
、
決
定
権
に
対
す
る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
が
決
定
権
の
行
使
を
認
め
な
け
れ
ば
、
新
し
い
政
策
の
決
定
は
な
さ
れ
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
現
状
の
政
策
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
拒
否
権
に
対
す
る
門
番
が
拒
否
権
行
使
の
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
、

新
し
い
政
策
が
有
効
と
な
る
。

官僚制のゲーム理論分析：『ゲームとしての官僚制』の補論として（一）
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第
二
節

権
限
配
置
の
諸
形
態
と
そ
の
帰
結

（
一
）
官
庁
が
提
案
権
を
持
ち
、
議
会
が
決
定
権
を
持
つ
場
合
（
法
治
国
家
モ
デ
ル
）

こ
こ
で
は
、
官
庁
が
新
し
い
政
策
の
提
案
を
行
う
が
、
議
会
が
そ
れ
に
承
認
を
与
え
な
け
れ
ば
、
最
終
的
な
政
策
と
な
ら
な
い
場
合

を
考
え
る
。
同
書
の
中
で
は
、
ま
ず
最
も
基
本
的
な
モ
デ
ル
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
二
者
に
よ
る
政
策
形
成
ゲ
ー
ム
を
、
議
会
が
決
定

に
際
し
、
修
正
を
行
え
な
い
場
合
（
法
治
国
家
モ
デ
ル
一
）
と
行
え
る
場
合
（
法
治
国
家
モ
デ
ル
二
）
に
つ
い
て
考
え
た
。
次
に
、
議

会
の
決
定
権
に
対
す
る
門
番
と
し
て
大
臣
が
加
わ
っ
た
場
合
を
考
え
た
。
議
会
が
修
正
提
案
権
を
持
た
な
い
場
合
（
法
治
国
家
モ
デ
ル

三
）、
持
つ
場
合
（
法
治
国
家
モ
デ
ル
四
）
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、
議
会
の
み
な
ら
ず
、
大
臣
も
が
現
状
の
政
策
よ
り
も
官
庁
が
提

案
す
る
政
策
を
好
ま
な
け
れ
ば
、
大
臣
が
政
策
変
更
を
阻
止
し
て
し
ま
う
の
で
、
官
庁
に
と
っ
て
は
、
新
し
い
政
策
を
成
立
さ
せ
る
こ

と
は
よ
り
困
難
と
な
る
こ
と
が
、
そ
こ
で
は
示
さ
れ
た
。

こ
の
モ
デ
ル
三
お
よ
び
四
の
結
論
か
ら
推
論
を
進
め
れ
ば
、
決
定
権
の
門
番
の
数
が
増
大
し
、
門
番
の
う
ち
の
一
人
で
も
門
を
閉
ざ

せ
ば
決
定
権
が
行
使
さ
れ
な
い
場
合
（
門
番
が
直
列
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
場
合
）
は
、
提
案
権
者
に
よ
る
政
策
変
更
は
困
難
に
な
り
、

現
状
が
維
持
さ
れ
や
す
く
な
る
と
予
測
で
き
る
。
官
僚
が
決
定
権
を
持
ち
、
議
会
の
決
定
権
（
提
案
へ
の
修
正
が
可
（
５
）

能
）
に
対
し
大
臣

と
議
会
委
員
会
と
い
う
二
つ
の
門
番
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
が
直
列
的
に
配
置
さ
れ
る
場
合
（
法
治
国
家
モ
デ
ル
六
）
で
、
こ
の
こ
と
を

確
か
め
て
お
こ
う
。
ゲ
ー
ム
の
展
開
は
図
二
・
二
・
一
に
示
し
た
。
丸
の
中
に
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
名
称
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
持
つ
選
択
肢
を

矢
印
で
示
し
、
そ
の
帰
結
を
矢
印
の
先
に
記
述
し
た
。

命
題
二
・
二
・
一

官
庁
（
提
案
権
）
と
大
臣
（
決
定
権
の
門
番
一
）
と
委
員
会
（
門
番
二
）
と
議
会
（
修
正
提
案
権
と
決
定
権
）
の

政
策
選
択
ゲ
ー
ム
の
部
分
ゲ
ー
ム
完
全
均
衡（
６
）

は
、
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こ
の
政
策
選
択
ゲ
ー
ム
の
帰
結
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
第
一
に
、
現
状
が
官
庁
に
と
っ
て
議
会
の

理
想
点
よ
り
も
好
ま
し
い
場
合
（0
�

x
0 �

2x
A

）、
官
庁
は
現
状
を
維
持
す
る
。
第
二
に
、
こ
れ
以
外
の
場

合
、
官
庁
は
議
会
の
理
想
点
が
成
立
す
る
こ
と
を
好
む
が
、
門
番
の
ど
ち
ら
か
一
人
で
も
議
会
の
理
想
点

よ
り
は
現
状
維
持
を
望
む
限
り
、
ゲ
ー
ト
は
開
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
門
番
二
人
と
も
が
現
状
よ
り
も

議
会
の
理
想
点
を
好
む
場
合
の
み
官
庁
は
政
策
変
更
を
試
み
る
。
こ
の
と
き
、
二
人
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

は
と
も
に
門
を
開
き
、
議
会
は
自
分
の
理
想
点
を
実
現
す
る
。
そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
官
庁
は
最
初
か
ら

政
策
変
更
を
断
念
す
る
。

こ
の
よ
う
に
決
定
権
に
対
す
る
門
番
が
直
列
的
に
配
置
さ
れ
る
限
り
、
そ
の
数
が
増
え
る
ほ
ど
、
現
状

が
維
持
さ
れ
や
す
く
な
り
、
提
案
権
を
保
持
す
る
も
の
が
自
ら
の
望
む
政
策
変
更
を
行
い
に
く
く
な
る
。

そ
れ
な
ら
ば
、
門
番
の
権
限
を
大
き
く
し
て
、
決
定
権
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
政
策
提
案
そ
の
も
の
を

停
止
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
さ
ら
に
政
策
は
デ
ッ
ド
ロ
ッ
ク
に
陥
り
や
す
い
と
推
論
で
き
る
。
た

と
え
ば
、
大
臣
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
受
け
て
初
め
て
、
官
庁
は
政
策
の
変
更
案
の
検
討
を
行
い
、
そ
れ

を
議
会
に
提
出
す
る
と
い
う
の
が
、
具
体
的
な
例
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
ゲ
ー
ム
は
次
の
よ

う
に
進
む
（
法
治
国
家
モ
デ
ル
七
）。
ス
テ
ー
ジ
一
で
、
大
臣
が
政
策
変
更
を
行
う
か
否
か
を
決
め
る
。

ス
テ
ー
ジ
二
で
、
官
庁
が
政
策
案
を
作
成
す
る
（
現
状
維
持
を
提
案
す
る
こ
と
も
可
能
）。
ス
テ
ー
ジ
三

【図２．２．１：法治国家モデル６の展開】

官僚制のゲーム理論分析：『ゲームとしての官僚制』の補論として（一）
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で
、
議
会
が
官
庁
の
案
を
立
法
化
す
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
。
立
法
化
が
な
さ
れ
れ
ば
、
官
庁
の
案
が
最
終

的
な
結
果
に
な
り
、
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
現
状
が
維
持
さ
れ
る
（
図
二
・
二
・
二
）。

命
題
二
・
二
・
二

大
臣
（
提
案
権
の
門
番
）
と
官
庁
（
提
案
権
）
と
議
会
（
決
定
権
）
に
よ
る
政
策
選
択

ゲ
ー
ム
の
部
分
ゲ
ー
ム
完
全
均
衡
は
、
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こ
の
政
策
選
択
ゲ
ー
ム
の
帰
結
は
三
つ
の
場
合
に
大
き
く
分
け
て
捉
え
れ
ば
よ
い
。
第
一
に
、
現
状
が
官

庁
の
理
想
点
よ
り
も
議
会
か
ら
見
て
離
れ
た
位
置
に
あ
り
、
か
つ
大
臣
が
現
状
よ
り
も
官
庁
の
理
想
点
を
好

む
と
き
に
政
策
変
更
が
指
示
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
官
庁
は
自
分
の
理
想
点
を
提
示
し
、
議
会
は
そ
れ
を
受
け

入
れ
る
。
第
二
に
、
現
状
が
官
庁
の
理
想
点
と
議
会
の
間
に
位
置
す
る
場
合
、
大
臣
は
政
策
変
更
を
試
み
な
い
。
第
三
に
、
官
庁
か
ら

み
て
現
状
が
議
会
の
理
想
点
以
上
に
離
れ
て
い
る
場
合
、
大
臣
は
自
分
の
理
想
点
が
正
の
領
域
に
あ
る
か
、
理
想
点
は
負
の
領
域
だ
が

現
状
よ
り
も
官
庁
の
理
想
点
を
好
む
ほ
ど
現
状
が
極
端
な
位
置
に
あ
る
場
合
の
み
、
政
策
変
更
を
指
示
す
る
。
こ
の
と
き
、
官
庁
は−

x
0

（
こ
れ
が
自
分
の
理
想
点
以
上
に
な
れ
ば
、
自
分
の
理
想
点
）
を
提
案
し
、
議
会
も
了
承
す
る
。
こ
れ
以
外
の
す
べ
て
の
場
合
、
大

臣
は
政
策
変
更
を
行
わ
な
い
。

【図２．２．２：法治国家モデル７の展開】
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結
果
を
図
示
し
た
の
が
、
図
二
・
二
・
三
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
横
軸
に
現
状
、
縦
軸
に
門
番
で
あ
る
大
臣
の
理
想
点
を
取
り
、
現
状

の
位
置
と
大
臣
の
選
好
の
組
み
合
わ
せ
に
対
し
て
、
政
策
選
択
ゲ
ー
ム
の
帰
結
が
ど
う
な
る
か
を
、
各
領
域
に
記
号
で
表
記
し
た
も
の

で
あ
る
。

こ
の
政
策
結
果
を
大
臣
が
政
策
変
更
全
体
に
対
し
て
で
は
な
く
、
議
会
の
決
定
権
に
つ
い
て
の
み
の
門
番
と
な
る
場
合
（
モ
デ
ル

三
）
と
比
較
し
て
み
る
と
、
大
臣
の
門
番
の
機
能
を
拡
張
し
た
こ
と
で
、
政
策
の
安
定
性
が
よ
り
強
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
両
者
の

違
い
は
、
現
状
が
官
庁
よ
り
も
遠
く
に
あ
り
、
大
臣
が
官
庁
と
現
状
の
中
点
よ
り
外
側
に
あ
る
場
合
と
、
現
状
が
議
会
よ
り
も
遠
く
、

大
臣
が
現
状
と
議
会
の
間
に
あ
る
場
合
に
現
れ
る
（
図
二
・
二
・
三
に
お
い
て
網
掛
け
を
し
た
領
域
）。
こ
の
場
合
で
も
モ
デ
ル
三
で

は
、
現
状
を
官
庁
の
方
向
に
動
か
す
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
が
、
こ
の
モ
デ
ル
で
は

そ
れ
は
不
可
能
に
な
り
現
状
が
維
持
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
門
番
の
機
能
を
拡
張
す
る
こ
と
は
、
政
策
の
安
定
性
を
高
め
る
効
果

を
持
つ
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
大
臣
は
門
番
と
し
て
よ
り
大
き
な
権
限
を
得
た

こ
と
で
、
結
果
に
対
し
て
よ
り
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
政
策
結
果
の
変
化
は
、
大
臣
に
と
っ
て
も
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
。

大
臣
の
門
番
の
機
能
が
決
定
権
に
対
す
る
そ
れ
に
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
れ
ば

政
策
変
更
が
行
わ
れ
た
場
合
の
政
策
結
果(2x

M −
x

0 )

は
、
現
状
維
持
に
比
べ
て
、

官
庁
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
大
臣
に
と
っ
て
も
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
結
果
に
終
わ
る
原
因
は
、
次
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
大
臣
の
選
択
よ
り

も
官
庁
の
政
策
提
案
が
後
に
行
わ
れ
る
場
合
、
官
庁
が
い
か
な
る
提
案
を
行
う
か
に

【図２．２．３：法治国家モデル７の結果】

官僚制のゲーム理論分析：『ゲームとしての官僚制』の補論として（一）
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つ
い
て
大
臣
と
約
束
を
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
約
束
に
は
信
用
性
が
な
い
。
大
臣
が
そ
の
約
束
を
信
じ
て
政
策
変
更
を
開
始
さ
せ
て
し

ま
え
ば
、
官
庁
は
約
束
を
反
故
に
し
て
、
自
分
の
理
想
点
を
提
案
す
る
か
も
し
れ
な（
７
）

い
。
こ
の
よ
う
な
事
態
の
発
生
を
警
戒
す
る
大
臣

は
、
官
庁
の
約
束
を
信
じ
ず
、
最
初
か
ら
政
策
変
更
を
認
め
な
い
。
他
方
、
官
庁
が
先
に
提
案
を
行
う
場
合
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な

提
案
が
な
さ
れ
た
か
を
見
て
か
ら
、
大
臣
は
政
策
変
更
を
さ
ら
に
進
め
る
か
、
現
状
を
維
持
す
る
か
の
選
択
を
行
え
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
場
合
、
約
束
の
信
用
性
の
問
題
は
発
生
し
な（
８
）

い
。
大
臣
は
、
政
策
変
更
全
体
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
よ
り
大
き
な
権
限

を
得
た
こ
と
で
、
か
え
っ
て
自
ら
に
と
っ
て
も
望
ま
し
く
な
い
結
果
を
得
る
よ
う
に
な
る
。
よ
り
大
き
な
権
限
が
よ
り
望
ま
し
い
結
果

を
も
た
ら
す
ほ
ど
、
政
策
選
択
ゲ
ー
ム
は
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
大
臣
が
政
策
変
更
全
体
の
開
始
の
可
否
を
選
べ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
議
会
が
修
正
提
案
権
を
持
た
な
い
場
合
に

は
帰
結
を
変
化
さ
せ
る
。
議
会
が
修
正
提
案
権
を
持
つ
場
合
に
も
、
こ
の
こ
と
が
当
て
は
ま
る
の
か
を
考
え
る
た
め
に
、
法
治
国
家
モ

デ
ル
七
で
議
会
に
提
案
の
修
正
を
認
め
る
場
合
を
考
え
よ
う
（
法
治
国
家
モ
デ
ル（
９
）

八
）。
直
観
的
に
は
、
法
治
国
家
モ
デ
ル
七
の
場
合

と
同
様
に
、
門
番
の
結
果
に
対
す
る
影
響
力
は
大
き
く
な
り
、
政
策
は
安
定
的
な
も
の
と
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
モ
デ
ル
の

分
析
の
結
果
は
そ
う
は
な
ら
な
い
。

命
題
二
・
二
・
三

大
臣
（
提
案
権
の
門
番
）
と
官
庁
（
提
案
権
）
と
議
会
（
修
正
決
定
権
）
の
政
策
選
択
ゲ
ー
ム
の
帰
結
は
、
官
庁

（
提
案
権
）、
大
臣
（
決
定
権
の
門
番
）、
議
会
（
修
正
決
定
権
）
の
政
策
選
択
ゲ
ー
ム
（
法
治
国
家
モ
デ
ル
四
）
と
同
じ
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
現
状
が0<

x
0 <2x

A

の
区
間
の
外
に
あ
り
、
か
つ
大
臣
の
理
想
点
が
議
会
の
理
想
点
と
現
状
の
中
点
よ
り
も
議
会
よ
り
に

あ
る
場
合
の
み
、
大
臣
は
政
策
変
更
を
開
始
す
る
。
こ
の
と
き
、
官
庁
は
議
会
の
理
想
点
を
提
示
し
、
議
会
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
。
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こ
れ
以
外
の
す
べ
て
の
場
合
、
大
臣
は
政
策
変
更
を
行
わ
な
い
。

な
ぜ
、
議
会
が
官
庁
の
政
策
提
案
に
対
し
修
正
を
加
え
ら
れ
な
い
場
合
は
、
門
番
を
政
策
提
案
に
対
す
る
そ
れ
に
変
更
す
る
と
現
状

が
よ
り
多
く
維
持
さ
れ
る
の
に
、
議
会
が
修
正
可
能
な
場
合
は
、
門
番
と
提
案
権
者
の
選
択
の
順
番
を
入
れ
替
え
て
も
変
化
が
起
こ
ら

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
議
会
が
官
庁
の
提
案
に
対
し
修
正
が
可
能
な
場
合
、
官
庁
が
ど
の
よ
う
な
内
容
の
提
案
を
行
う
か
は
意

味
を
持
た
ず
、
こ
の
場
合
の
官
庁
は
実
質
的
に
は
、
単
に
議
会
の
決
定
権
に
対
す
る
門
番
と
同
じ
機
能
し
か
持
た
な
い
た
め
で
あ
る
。

同
じ
機
能
を
持
つ
二
人
の
門
番
で
あ
る
官
庁
と
大
臣
の
順
番
を
入
れ
替
え
て
も
結
果
に
は
違
い
が
生
じ
な
い
の
で
あ（
１０
）

る
。

（
二
）
官
庁
が
決
定
権
を
持
ち
、
議
会
が
拒
否
権
を
持
つ
場
合
（
行
政
国
家
モ
デ
ル
）

前
項
で
は
、
官
庁
が
新
規
政
策
の
提
案
を
行
う
に
せ
よ
、
最
終
的
な
決
定
は
、
議
会
の
承
認
が
必
要
な
場
合
を
考
え
た
。
し
か
し
、

現
在
の
行
政
国
家
に
お
い
て
、
官
僚
制
に
は
よ
り
多
く
の
裁
量
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
官
庁
が
実
質
的
に
政
策
を
変
更
し
て
し
ま
う
こ

と
も
多
い
。
こ
の
場
合
、
議
会
は
官
庁
に
よ
る
政
策
変
更
に
対
し
て
、
事
後
的
に
拒
否
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
同
書
は
、
こ
の
よ

う
な
権
限
配
置
を
基
本
と
す
る
政
策
選
択
ゲ
ー
ム
を
行
政
国
家
モ
デ
ル
と
呼
び
、
い
く
つ
か
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
官
庁
と
議
会
の
二
者
だ
け
で
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
る
場
合
、
官
庁
が
提
案
権
を
持
つ
の
か
決
定
権
ま
で
持
つ
の
か
、
議
会
は
決

定
権
を
持
つ
の
か
拒
否
権
だ
け
を
持
つ
の
か
は
、
違
い
を
も
た
ら
さ
な
い
。
異
な
る
名
称
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
議
会
の
選
択
肢
は
、

官
庁
の
政
策
変
更
を
認
め
る
か
、
現
状
を
維
持
す
る
か
の
二
つ
で
あ（
１１
）

る
と
い
う
点
で
は
共
通
す
る
か
ら
で
あ
る
（
モ
デ
ル
一
と（
１２
）

二
）。

と
こ
ろ
が
、
議
会
に
対
し
て
門
番
を
つ
け
る
場
合
は
、
法
治
国
家
モ
デ
ル
と
行
政
国
家
モ
デ
ル
で
は
違
い
が
生
じ
る
。
拒
否
権
者
に

選
択
機
会
を
与
え
な
い
こ
と
に
よ
り
、
拒
否
権
に
対
す
る
門
番
は
、
変
更
さ
れ
た
政
策
が
現
状
へ
と
戻
る
こ
と
を
防
ぐ
働
き
を
す
る
。

こ
の
た
め
、
拒
否
権
に
対
す
る
門
番
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
政
策
提
案
権
・
決
定
権
を
持
つ
官
庁
に
有
利
な
結
果
を
も
た
ら
す
。
門
番

官僚制のゲーム理論分析：『ゲームとしての官僚制』の補論として（一）
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が
議
会
の
拒
否
権
行
使
を
認
め
た
場
合
、
議
会
に
修
正
権
が
な
け
れ
ば
現
状

が
維
持
さ
れ
う
る
。
議
会
が
修
正
権
を
持
つ
な
ら
ば
、
議
会
の
理
想
点
が
実

現
す（
１３
）

る
。
し
た
が
っ
て
、
前
者
の
場
合
は
門
番
に
と
っ
て
現
状
よ
り
も
望
ま

し
い
政
策
を
、
後
者
の
場
合
は
門
番
に
と
っ
て
議
会
の
理
想
点
よ
り
も
望
ま

し
い
政
策
を
官
庁
が
提
示
す
る
限
り
、
拒
否
権
の
門
番
は
拒
否
権
の
行
使
か

ら
官
庁
の
政
策
を
守
る
（
行
政
国
家
モ
デ
ル
三
と
四
）。

こ
の
よ
う
に
拒
否
権
に
対
す
る
門
番
は
、
政
策
決
定
権
を
持
つ
官
庁
に
よ

る
新
規
政
策
を
議
会
の
拒
否
権
行
使
か
ら
守
る
働
き
を
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
門
番
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
官
庁
に
有
利
な
結
果
が
も
た

ら
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
拒
否
権
に
対
す
る
門
番
が
直
列
的
に
配
置
さ
れ

る
場
合
、
す
な
わ
ち
、
拒
否
権
者
が
そ
ろ
っ
て
拒
否
権
行
使
へ
の
門
を
開
い

た
場
合
の
み
、
議
会
は
拒
否
権
を
行
使
す
る
機
会
を
得
る
が
、
門
番
の
誰
か

一
人
で
も
門
を
閉
ざ
せ
ば
、
そ
の
時
点
で
官
庁
の
新
規
政
策
が
守
ら
れ
る
場

合
で
あ
る
。
議
会
が
修
正
権
を
持
た
な
い
場
合
（
行
政
国
家
モ
デ
ル
五
）、

持
つ
場
合
（
行
政
国
家
モ
デ
ル
六
）
の
ど
ち
ら
で
も
、
門
番
が
一
人
で
あ
る

場
合
（
行
政
国
家
モ
デ
ル
三
と
四
）
よ
り
も
、
さ
ら
に
政
策
結
果
は
官
庁
に

有
利
な
も
の
に
な
る
。

こ
の
行
政
国
家
モ
デ
ル
六
（
ゲ
ー
ム
の
構
造
を
図
二
・
二
・
四
の
上
側
に
示
し
た
）
に
対
し
、
門
番
と
拒
否
権
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
順
番

【図２．２．４：行政国家モデル６と大統領拒否権モデルのゲームの展開】
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を
入
れ
替
え
る
と
い
う
変
更
を
加
え
る
と
、
ス
テ
ュ
ネ
ン
バ
ー
グ(S

teu
n

en
berg

1992
:

676

―80,688

―91)

が
分
析
し
た
大
統
領

拒
否
権
付
き
官
庁
政
策
形
成
モ
デ
ル
と
な
る
。
つ
ま
り
、
第
二
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
大
臣
（
あ
る
い
は
第
三
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る

委
員
会
）
を
、
議
会
の
後
の
最
後
の
選
択
者
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
図
二
・
二
・
四
の
下（
１４
）

側
）。
行
政
国
家
モ
デ
ル
六
で
は
議
会
の
選

択
を
見
る
前
に
、
議
会
が
修
正
す
る
だ
ろ
う
政
策
と
官
庁
の
政
策
を
比
べ
て
ど
ち
ら
か
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
大
臣
が
、
こ

の
大
統
領
拒
否
権
つ
き
モ
デ
ル
で
は
、
議
会
の
選
択
を
見
た
後
に
選
択
が
行
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
直
観
的
に
は
大
臣
の

影
響
力
は
行
政
国
家
モ
デ
ル
六
の
そ
れ
よ
り
大
き
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
実
際
に
は
、
一
定
の
場
合
に
し
か
大
臣
の
政
策
結
果
に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
な
ら
な
い
。
行
政
国
家
モ
デ
ル
六
で
は
、
委

員
会
が
大
臣
よ
り
も
官
庁
寄
り
の
正
の
理
想
点
を
持
つ
か
、
た
と
え
大
臣
よ
り
議
会
寄
り
で
も
、
議
会
と
官
庁
の
中
点
よ
り
は
官
庁
寄

り
に
位
置
し
て
い
る
限
り
、
政
策
の
帰
結
は
大
臣
の
理
想
点
の
位
置
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
場
合
に
、
大

臣
の
選
択
の
順
番
を
変
え
て
も
政
策
の
帰
結
は
や
は
り
変
化
し
な
い
。
逆
に
い
え
ば
、
行
政
国
家
モ
デ
ル
六
と
違
い
が
生
じ
る
の
は
、

委
員
会
が
官
庁
の
理
想
点
よ
り
も
議
会
の
そ
れ
を
好
み
、
か
つ
大
臣
の
理
想
点
は
委
員
会
と
官
庁
の
間
に
位
置
し
て
い
る
場
合
に
限
ら

れ（
１５
）

る
。

こ
れ
ら
の
場
合
に
、
大
臣
が
議
会
の
後
手
と
な
る
な
ら
ば
、
大
臣
は
議
会
の
修
正
案
を
見
て
か
ら
議
会
の
修
正
案
と
官
庁
の
当
初
決

定
の
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
議
会
は
官
庁
の
提
案
に
対
し
て
、
そ
れ
よ
り
も
大
臣
寄
り
で
、
自

分
の
理
想
点
に
一
番
近
い
政
策
を
選
ぶ
。
官
庁
も
そ
れ
を
見
越
し
て
自
分
の
決
定
を
行
う
か
ら
、
最
初
か
ら
議
会
が
そ
れ
以
上
、
大
臣

寄
り
に
政
策
を
動
か
せ
な
い
政
策
、
す
な
わ
ち
大
臣
の
理
想
点
そ
の
も
の
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

命
題
二
・
二
・
四

行
政
国
家
モ
デ
ル
六
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
選
択
の
順
番
を
、
官
庁
、
委
員
会
、
議
会
、
大
臣
に
変
更
す
る
と
、
ゲ
ー

官僚制のゲーム理論分析：『ゲームとしての官僚制』の補論として（一）
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ム
の
帰
結
は
次
の
よ
う
に
変
化
す
る
。
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行
政
国
家
モ
デ
ル
六
で
は
、
議
会
が
後
手
で
あ
る
た
め
に
、
大
臣
に
も
議
会
に
も
利
益
に
な
る
よ
う

な
再
決
定
権
の
行
使
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
、
議
会
は
信
用
性
の
あ
る
形
で
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
こ
の
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
官
庁
に
い
わ
ば
漁
夫
の
利
を
与
え
て
い
た
。
議
会
が
先
手
に
な

る
こ
と
は
、
こ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
問
題
を
解
消
す
る
。
そ
の
結
果
、
議
会
、
大
統
領
は
双
方
が
得
を

す
る
政
策
の
修
正
・
再
決
定
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
大
臣
（
提
案
権
の
門
番
）
と
官
庁
（
提
案
権
、
決
定
権
）
と
委
員
会
（
拒
否
権
の
門
番
）
と

議
会
（
拒
否
権
）
の
政
策
選
択
ゲ
ー
ム
を
考
え
る
（
行
政
国
家
モ
デ
ル
九
）。
こ
れ
は
、
モ
デ
ル
五
に

対
し
て
、
官
庁
に
よ
る
政
策
決
定
が
可
能
と
な
る
の
は
、
大
臣
が
そ
れ
を
認
め
た
場
合
に
限
ら
れ
る
と

い
う
変
更
を
、
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
モ
デ
ル
七
に
対
し
て
、
議
会
の
拒
否
権
が
行
使
さ
れ
る
か
ど

う
か
は
、
委
員
会
が
門
を
開
い
た
場
合
の
み
に
限
ら
れ
る
と
い
う
変
更
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
（
図
二

・
二
・（
１６
）

五
）。

命
題
二
・
二
・
五

大
臣
（
提
案
権
の
門
番
）
と
官
庁
（
提
案
権
、
決
定
権
）
と
委
員
会
（
拒
否
権
の
門
番
）
と
議
会
（
拒
否
権
）
の

政
策
選
択
ゲ
ー
ム
の
部
分
ゲ
ー
ム
完
全
均
衡
は
、

【図２．２．５：行政国家モデル９の展開】

論 説
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こ
の
政
策
選
択
ゲ
ー
ム
で
は
、
行
政
国
家
モ
デ
ル
三
の
帰
結
を
大
臣
が
現
状
よ
り
も
好
む
場
合
の
み
、
大
臣
が
政
策
変
更
を
開
始
し
、

同
じ
帰
結
を
得
る
。
そ
れ
は
、
行
政
国
家
モ
デ
ル
三
に
お
け
る
官
庁
の
提
案
と
現
状
の
中
点
よ
り
も
官
庁
の
理
想
点
寄
り
に
大
臣
の
理

想
点
が
位
置
し
て
い
る
場
合
で
あ（
１７
）

る
。
こ
の
場
合
の
帰
結
は
、
行
政
国
家
モ
デ
ル
三
よ
り
も
官
庁
に
と
っ
て
厳
し
い
も
の
に
な
る
。
委

員
会
だ
け
で
な
く
、
大
臣
に
と
っ
て
も
、
官
庁
の
提
案
が
現
状
よ
り
望
ま
し
く
な
け
れ
ば
、
大
臣
は
政
策
変
更
を
開
始
し
な
い
か
ら
で

あ
る
。
行
政
国
家
モ
デ
ル
五
で
は
、
委
員
会
と
大
臣
の
ど
ち
ら
か
を
味
方
に
つ
け
れ
ば
よ
か
っ
た
が
、
こ
の
場
合
は
双
方
を
味
方
に
つ

け
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
大
臣
に
と
っ
て
も
官
庁
に
と
っ
て
も
現
状
よ
り
望
ま
し
い
政
策
が
あ
る
場
合
で
も
、
大
臣
は
門
を

閉
じ
つ
づ
け
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
こ
れ
は
、
官
庁
が
大
臣
よ
り
も
後
手
に
選
択
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
官
庁
が
そ
の
よ
う
な

政
策
を
提
案
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
も
信
用
性
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

提
案
権
・
決
定
権
を
持
つ
官
庁
と
修
正
決
定
権
を
持
つ
議
会
の
間
の
ゲ
ー
ム
に
、
さ
ら
に
追
加
的
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
加
わ
る
も
の
と

し
て
は
、
上
記
以
外
に
も
色
々
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
法
治
国
家
モ
デ
ル
で
は
登
場
し
な
か
っ
た
モ
デ
ル
と
し
て
、

拒
否
権
を
持
つ
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
二
人
並
列
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
場
合
を
考
え
よ
う
（
行
政
国
家
モ
デ
ル
一
一
）。
官
庁
が
提
案
権
と

決
定
権
を
持
っ
て
お
り
、
官
庁
の
決
定
は
そ
の
後
拒
否
権
が
行
使
さ
れ
な
い
限
り
、
最
終
的
な
政
策
結
果
と
な
る
。
し
か
し
大
臣
と
議

官僚制のゲーム理論分析：『ゲームとしての官僚制』の補論として（一）

（阪大法学）５５（１―８１）８１〔２００５．６〕



会
の
二
つ
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
拒
否
権
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
ど
ち
ら
か
一
方
で
も
拒
否
権
を
行
使
す
れ
ば
、
現
状
が
維
持
さ
れ

る
と
し
よ
う
。
そ
の
場
合
の
結
果
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

命
題
二
・
二
・
六

官
庁
（
提
案
権
と
決
定
権
）、
大
臣
（
拒
否
権
一
）、
議
会
（
拒
否
権
二
）
に
よ
る
政
策
選
択
ゲ
ー
ム
の
帰
結
は
、

法
治
国
家
モ
デ
ル
三
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

二
人
の
拒
否
権
者
の
う
ち
ど
ち
ら
か
一
方
が
拒
否
権
を
行
使
す
れ
ば
現
状
が
維
持
さ
れ
、
二
人
が
と
も
に
拒
否
権
を
行
使
し
な
け
れ

ば
、
官
庁
の
提
案
が
実
現
す
る
と
い
う
の
は
、
実
は
、
法
治
国
家
モ
デ
ル
三
に
お
い
て
、
門
番
が
開
門
し
、
議
会
が
官
庁
の
提
案
を
承

諾
し
た
場
合
の
み
官
庁
の
提
案
が
最
終
的
な
政
策
に
な
り
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
現
状
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
、
ゲ
ー
ム
の
構
造
と
し

て
は
同
一
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
拒
否
権
者
が
二
人
に
な
っ
た
こ
と
で
、
官
庁
が
政
策
を
変
更
で
き
る
場
合
は
減
少
す
る
。
ど
ち
ら
か

一
人
だ
け
の
拒
否
で
も
現
状
の
変
更
が
不
可
能
に
な
る
た
め
、
多
く
の
場
合
、
政
策
は
変
更
さ
れ
な
く
な
る
。

次
に
、
こ
の
モ
デ
ル
一
一
を
変
更
し
て
、
議
会
の
拒
否
権
が
行
使
さ
れ
る
に
は
、
委
員
会
が
ゲ
ー
ト
を
開
く
こ
と
を
要
件
と
す
る
場

合
を
考
え
て
み
よ
う
。
官
庁
（
提
案
権
と
決
定
権
）、
大
臣
（
拒
否
権
一
）、
委
員
会
（
拒
否
権
二
の
門
番
）、
議
会
（
拒
否
権
二
）
と

い
う
政
策
選
択
ゲ
ー
ム
に
な
る
（
図
二
・
二
・
六
）。
こ
の
場
合
は
、
上
と
は
違
っ
て
法
治
国
家
モ
デ
ル
五
と
結
果
が
同
じ
に
な
る
わ

け
で
は
な
い
。

命
題
二
・
二
・
七

官
庁
（
提
案
権
と
決
定
権
）、
大
臣
（
拒
否
権
一
）、
委
員
会
（
拒
否
権
二
の
門
番
）、
議
会
（
拒
否
権
二
）
に
よ

る
政
策
選
択
ゲ
ー
ム
の
部
分
ゲ
ー
ム
完
全
均
衡
は
、
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つ
ま
り
、
こ
の
政
策
選
択
ゲ
ー
ム
の
帰
結
は
、
議
会
の
拒
否
権
が
官
庁
の
選
択
を
左
右
し
て
い
る
場
合
を

除
い
て
は
、
行
政
国
家
モ
デ
ル
八
と
同
じ
で
あ
る
。
議
会
が
拒
否
権
を
行
使
で
き
る
の
は
、
委
員
会
が
門
を

開
け
た
場
合
に
限
ら
れ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
議
会
が
現
状
よ
り
も
好
ま
な
い
政
策
変
更
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ

を
委
員
会
が
望
ん
で
い
れ
ば
、
官
庁
は
議
会
の
拒
否
権
の
行
使
を
恐
れ
る
必
要
が
な
く
な
る
。
そ
の
分
だ
け
、

こ
の
モ
デ
ル
は
行
政
国
家
モ
デ
ル
一
一
よ
り
も
官
庁
に
有
利
に
な（
１８
）

る
。

具
体
的
に
、
大
臣
が
拒
否
権
を
行
使
し
な
い
が
、
議
会
が
拒
否
権
を
行
使
し
う
る
の
は
次
の
二
つ
の
場
合

で
あ
る
。
第
一
に
、
現
状
が
官
庁
と
議
会
の
理
想
点
の
間
に
位
置
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
と

き
、
委
員
会
が
現
状
よ
り
も
官
庁
の
理
想
点
を
好
め
ば
、
委
員
会
が
議
会
の
拒
否
権
へ
の
門
を
閉
ざ
し
う
る
。

官
庁
は
委
員
会
が
現
状
よ
り
も
好
む
政
策
の
う
ち
、
最
も
自
分
の
理
想
点
に
近
い
政
策
を
提
示
す（
１９
）

る
。
第
二

に
、
現
状
が
負
の
領
域
に
あ
る
場
合
、
委
員
会
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
議
会
に
拒
否
権
を
行
使
さ
せ
な
い
範

囲
で
官
庁
が
得
ら
れ
る
最
高
の
結
果
は−

x
0

だ
が
、
委
員
会
が
議
会
の
理
想
点
よ
り
も
官
庁
寄
り
に
位
置
し

【図２．２．６：行政国家モデル１２の展開】
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て
い
る
な
ら
ば
、
委
員
会
が
現
状
よ
り
も
好
む
政
策
の
う
ち
、
最
も
自
分
の
理
想
点
に
近
い
政
策
を
提
示
す（
２０
）

る
。

（
三
）
小
括

以
上
こ
こ
ま
で
は
、
他
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
つ
い
て
の
情
報
や
外
界
の
シ
ョ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
情
報
な
ど
に
不
確
実
性
が
な
く
、
他
の

プ
レ
イ
ヤ
ー
の
行
動
も
可
視
的
で
あ
る
と
い
う
最
も
単
純
な
状
況
に
お
い
て
、
複
数
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
政
策
形
成
の
権
限
を
分
有
し
な

が
ら
、
政
策
を
決
定
し
て
い
く
場
合
の
帰
結
を
考
え
た
。
し
か
し
こ
の
最
も
単
純
な
状
況
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
全
く
同
じ
権
限
を

持
っ
て
い
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
同
士
が
選
択
の
順
番
を
入
れ
替
え
た
だ
け
で
も
、
政
策
の
帰
結
は
変
化
す
る
こ
と
を
見
た
。
ま
た
、
権
限
が

大
き
く
な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
そ
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、
よ
り
有
利
な
政
策
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
も
示
さ
れ
た
。

あ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
よ
り
大
き
な
権
限
を
持
て
ば
、
そ
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
そ
れ
を
利
用
し
て
自
ら
に
有
利
な
結
果
を
得
よ
う
と
す
る
こ

と
に
対
し
、
他
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
戦
略
的
に
そ
れ
に
対
し
て
防
御
的
に
対
応
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
権
限
が
大
き
く
な
れ
ば
よ
り
多
く

を
得
ら
れ
る
と
い
う
ほ
ど
、
政
治
的
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
間
で
の
政
策
形
成
ゲ
ー
ム
は
単
純
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

曽
我
謙
悟

二
〇
〇
五
ａ

『
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
官
僚
制
』
東
京
大
学
出
版
会
。

―
―
―

二
〇
〇
五
ｂ

「
官
僚
制
に
つ
い
て
の
実
証
的
研
究
の
動
向
―
―
ゲ
ー
ム
理
論
、
フ
ォ
ー
マ
ル
モ
デ
ル
と
の
接
合
」『
会
計

検
査
研
究
』
三
一
号
、
四
一
‐
六
二
頁
。
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【
附
記
】
本
稿
は
二
〇
〇
三
〜
二
〇
〇
五
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
（
Ｂ
））
に
よ
る
研
究
成
果
の
一

部
で
あ
る
。

（
１
）

そ
の
準
備
作
業
と
し
て
、
ゲ
ー
ム
理
論
を
用
い
た
フ
ォ
ー
マ
ル
モ
デ
ル
と
の
接
合
を
意
識
し
な
が
ら
行
わ
れ
た
実
証
的
な
先
行
研
究
に

つ
い
て
の
紹
介
、
検
討
を
曽
我
（
二
〇
〇
五
ｂ
）
に
お
い
て
行
っ
た
。

（
２
）

同
書
と
同
じ
く
、
本
稿
で
は
ゲ
ー
ム
理
論
そ
の
も
の
や
数
学
に
関
す
る
解
説
、
命
題
の
証
明
は
行
わ
な
い
。
命
題
の
数
学
的
証
明
は
、

筆
者
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト(h

ttp
://w

w
w

.law
.osaka-u

.ac.jp/ ~soga/in
dex.h

tm
l)

に
お
い
て
公
開
す
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）

こ
こ
で
単
一
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
た
も
の
の
中
に
は
、
大
臣
や
大
統
領
の
よ
う
な
一
人
の
個
人
と
、
官
庁
や
議
会
の
よ
う
に
複
数
個
人

か
ら
な
る
組
織
の
両
方
が
含
ま
れ
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
複
数
個
人
の
決
定
が
集
積
さ
れ
た
結
果
と
し
て
、
そ
の
組
織
が
行
う
決
定

を
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
も
単
一
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
と
い
う
単
純
化
を
行
う
。

（
４
）

決
定
を
行
う
際
に
、
提
案
さ
れ
た
政
策
案
に
修
正
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
（
閉
鎖
ル
ー
ル
）
と
、
修
正
を
加
え
ら
れ
る
場
合

（
開
放
ル
ー
ル
）
の
二
つ
の
場
合
を
考
え
る
。

（
５
）

議
会
が
修
正
提
案
権
を
持
た
ず
決
定
権
だ
け
を
持
つ
場
合
（
法
治
国
家
モ
デ
ル
五
）
で
も
、
議
論
の
本
旨
に
変
化
は
な
い
。
ゲ
ー
ト
キ

ー
パ
ー
の
数
が
増
え
る
と
、
そ
れ
だ
け
、
現
状
が
維
持
さ
れ
や
す
く
な
る
。

（
６
）

部
分
ゲ
ー
ム
完
全
均
衡
に
お
い
て
は
、
本
来
は
、
実
際
に
は
選
択
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
の
戦
略
に
つ
い
て
も
全
て
を
表
記
す
べ
き
だ
が
、

そ
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
は
、�

と
省
略
表
記
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。

（
７
）

議
会
は
こ
の
提
案
を
受
け
入
れ
る
。
し
か
し
大
臣
に
と
っ
て
は
、
官
庁
の
理
想
点
よ
り
は
現
状
維
持
の
方
が
望
ま
し
い
状
態
で
あ
る
。

（
８
）

議
会
の
効
用
は
、
法
治
国
家
モ
デ
ル
三
と
七
の
場
合
で
変
化
は
な
い
。
政
策
変
更
が
な
さ
れ
る
場
合
、
提
案
権
を
持
つ
官
庁
は
、
議
会

に
と
っ
て
現
状
と
ち
ょ
う
ど
同
じ
だ
け
の
効
用
を
与
え
る
政
策
の
う
ち
、
自
分
に
一
番
都
合
の
よ
い
政
策
を
提
案
す
る
。
よ
っ
て
、
政
策
変

更
が
な
さ
れ
て
も
な
さ
れ
な
く
て
も
、
議
会
の
効
用
は
不
変
で
あ
る
。

（
９
）

別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
官
庁
が
政
策
提
案
を
行
い
、
大
臣
が
議
会
に
そ
れ
を
提
出
す
る
か
否
か
を
選
択
し
、
議
会
に
提
出
が
さ
れ
れ

ば
、
議
会
は
政
策
提
案
に
修
正
を
加
え
た
上
で
採
択
を
行
う
法
治
国
家
モ
デ
ル
四
の
大
臣
と
官
庁
の
選
択
の
順
番
を
入
れ
替
え
た
場
合
と
も

い
え
る
。
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（
１０
）

同
じ
こ
と
は
、
法
治
国
家
モ
デ
ル
七
お
よ
び
八
に
、
さ
ら
に
議
会
の
決
定
権
に
対
す
る
門
番
を
追
加
し
た
場
合
（
別
の
言
い
方
を
す
れ

ば
、
法
治
国
家
モ
デ
ル
三
お
よ
び
四
に
、
政
策
提
案
権
に
対
す
る
門
番
を
追
加
し
た
場
合
）
に
つ
い
て
も
、
当
て
は
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、

議
会
が
修
正
提
案
権
を
も
た
な
い
場
合
（
法
治
国
家
モ
デ
ル
九
）
の
結
果
は
、
モ
デ
ル
七
の
場
合
に
比
べ
て
、
現
状
が
よ
り
多
く
の
場
合
に

維
持
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
議
会
が
修
正
提
案
権
を
も
つ
場
合
（
法
治
国
家
モ
デ
ル
一
〇
）
の
結
果
は
、
法
治
国
家
モ
デ
ル
六
の
そ
れ

と
同
一
と
な
る
。

（
１１
）

あ
る
い
は
、
議
会
が
修
正
提
案
権
を
持
つ
場
合
は
、
官
庁
が
政
策
変
更
を
開
始
す
れ
ば
、
議
会
は
自
ら
の
理
想
点
を
実
現
す
る
と
い
う

点
で
は
、
議
会
の
権
限
が
決
定
権
だ
ろ
う
と
拒
否
権
だ
ろ
う
と
同
じ
で
あ
る
。

（
１２
）

し
た
が
っ
て
、
官
庁
と
議
会
の
二
者
に
よ
る
政
策
決
定
ゲ
ー
ム
に
対
し
、
政
策
変
更
全
体
に
対
す
る
門
番
と
し
て
大
臣
を
加
え
る
場
合
、

官
庁
が
提
案
権
だ
け
を
持
ち
議
会
が
決
定
権
を
持
つ
の
か
、
官
庁
が
決
定
権
ま
で
を
持
ち
議
会
が
拒
否
権
を
持
つ
の
か
は
、
政
策
結
果
を
変

化
さ
せ
な
い
。
ど
ち
ら
の
場
合
も
、
大
臣
が
政
策
変
更
を
開
始
し
た
後
に
展
開
さ
れ
る
官
庁
と
議
会
の
部
分
ゲ
ー
ム
は
、
論
理
的
に
は
同
じ

も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
臣
が
政
策
変
更
へ
の
門
を
開
け
る
か
否
か
の
判
断
も
同
じ
と
な
る
（
行
政
国
家
モ
デ
ル
七
と
八
）

（
１３
）

官
庁
が
決
定
し
た
政
策
を
拒
否
し
た
上
で
、
新
し
い
内
容
の
政
策
に
修
正
を
加
え
ら
れ
る
場
合
、
議
会
は
再
決
定
権
を
持
つ
と
い
え
る
。

（
１４
）

さ
ら
に
、
大
統
領
拒
否
権
に
対
し
て
は
議
会
が
そ
れ
を
覆
す
こ
と
が
あ
り
う
る
の
で
、
大
統
領
が
拒
否
権
を
覆
さ
れ
る
こ
と
な
く
安
心

し
て
行
使
す
る
に
は
、
議
会
の
特
別
多
数
の
理
想
点
が
あ
る
領
域
に
あ
る
こ
と
が
、
ス
テ
ュ
ネ
ン
バ
ー
グ
の
モ
デ
ル
で
は
仮
定
さ
れ
て
い
る
。

（
１５
）

こ
の
場
合
、
行
政
国
家
モ
デ
ル
六
で
は
政
策
結
果
は
、2x

M

に
な
る
。
こ
れ
は
、
議
会
が
後
手
で
あ
る
た
め
に
、
大
臣
は
一
旦
議
会
が

修
正
・
再
決
定
権
を
行
使
す
る
段
に
な
っ
た
ら
、
議
会
は
自
分
の
理
想
点
を
必
ず
行
使
す
る
だ
ろ
う
と
予
想
す
る
の
で
、
議
会
の
理
想
点
以

上
の
効
用
を
与
え
る
政
策
を
官
庁
が
決
定
し
た
な
ら
そ
れ
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
結
果
で
あ
る
。

（
１６
）

あ
る
い
は
、
法
治
国
家
モ
デ
ル
九
に
対
し
て
、
官
庁
に
決
定
権
ま
で
持
た
せ
た
場
合
と
も
い
え
る
。

（
１７
）

こ
の
こ
と
は
、
議
会
が
拒
否
権
を
行
使
す
る
際
に
修
正
が
可
能
な
場
合
（
行
政
国
家
モ
デ
ル
一
〇
）
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
場

合
は
、
行
政
国
家
モ
デ
ル
四
の
帰
結
を
大
臣
が
現
状
よ
り
も
好
む
場
合
の
み
、
大
臣
が
政
策
変
更
を
開
始
す
る
。
そ
れ
は
、
行
政
国
家
モ
デ

ル
四
に
お
け
る
官
庁
の
提
案
と
現
状
の
中
点
よ
り
も
官
庁
の
理
想
点
寄
り
に
大
臣
の
理
想
点
が
位
置
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。

（
１８
）

議
会
が
修
正
権
を
持
つ
場
合
（
行
政
国
家
モ
デ
ル
一
三
）
も
、
帰
結
が
導
か
れ
る
論
理
は
同
様
で
あ
る
。

（
１９
）

さ
ら
に
大
臣
も
ま
た
こ
の
案
を
現
状
よ
り
も
望
む
な
ら
ば
、
つ
ま
り
現
状
と
官
庁
の
提
案
の
中
点
よ
り
も
右
に
理
想
点
が
位
置
し
て
い

論 説
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る
な
ら
ば
、
大
臣
は
拒
否
権
を
行
使
せ
ず
、
委
員
会
は
門
を
閉
ざ
す
。

（
２０
）

前
注
と
同
じ
く
、
大
臣
も
ま
た
こ
の
案
を
現
状
よ
り
も
望
む
な
ら
ば
、
大
臣
は
拒
否
権
を
行
使
せ
ず
、
委
員
会
は
門
を
閉
ざ
す
。

官僚制のゲーム理論分析：『ゲームとしての官僚制』の補論として（一）
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